


             渡邉 保範
前海上保安庁海上保安監
現状報告

1988年に海上保安大学校を卒業後、警備救難業務を中心に海上
保安庁の中核で活躍。第九管区海上保安本部長、本庁警備
救難部長を経て、2023年から24年にかけて前職。

西村 弓
東京大学大学院教授

専門は国際法（海洋法、国家責任法）。上智大学法学部教授
等を経て現職。研究の傍ら、現在、内閣府総合海洋政策本部
参与（2022年～）等の政府委員も務める。

岩谷 暢子
海上保安大学校  海上保安国際研究センター主任研究員

専門は国際法、国際機構、島嶼国。外務省在職時に国連
代表部やフィジー等に赴任。著書に『国連総会の葛藤と創造：
国連の組織,財政,交渉』（信山社2019年）等。
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専門は国際法（海洋法、国家責任法）。海上保安庁政策
アドバイザー。「みなみまぐろ事件」「南極海捕鯨事件」に
おける日本政府弁護人・顧問など、政府委員を歴任。

        坂元 茂樹
神戸大学名誉教授
座長

専門は国際法（海洋法・国際人権法など）。国際法学会、
国際人権法学会の理事長を歴任し、現在も日本海洋政策
学会会長、常設仲裁裁判所裁判官などを務める。

野中 健一
海上保安大学校  海上警察学講座教授

専門は地域研究（韓国）。『竹島をめぐる韓国の海洋政策』を
執筆。同書により日本沿岸域学会から出版・文化賞（学会賞）
を授与される。海洋調査技術学会評議員。

山影 統
海上保安大学校  海上保安国際研究センター主任研究員

専門は中国外交（史）、国際政治。東京大学などで非常
勤講師を担当し、2023年から現職。現在は中国地域研究
の専門家として、中国の海洋政策の研究にあたる。

飯田 将史
防衛研究所理論研究部長

専門は中国の外交・安全保障政策、インド太平洋の国際関係。
防衛研究所中国研究室長等を経て、現職。著書に『海洋へ
膨張する中国』（角川ＳＳＣ新書、2013年）他多数。

2024年11月23日（土・祝） 13:00-17:00
一橋大学一橋講堂
東京都千代田区一ツ橋２丁目１-２ 学術総合センター2階
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主催者挨拶
　筒井直樹 海上保安大学校長
趣旨説明
　奥薗淳二 海上保安大学校海上保安国際研究センター/教授
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パネルディスカッション1
　討論者 兼原敦子

パネルディスカッション2
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今日の国際環境といかに向き合うか

問い合わせ：海上保安国際研究センター東京 03-3471-9527

海上保安における競合と協力
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参加受付・配信についてはQRから事前申し込み制

主催 海上保安大学校（海上保安国際研究センター）・公益財団法人海上保安協会


